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1　調査対象大学等の概要等

（1）設置者

　　国立大学法人　名

（2）大学名

　　名　古　屋　工　業　大

（3）大学の位置

・旧識長蜘字木一，

古屋工業大学，

　学
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（4）三三研究科等の名称韻入学者の状況等

　　　　　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士前期課程）

　（4）一①調査対象研究科等の名称，定員

設1旦　　の言　回調査対象研究科等
ﾌ名称（学位） 彦　　　　手当　目　　応　ロ 備　　　　考

工学研究科
｢来材料創成工学専攻
@　　　（博士前期課程）
C士（工学又は学術）

2 78 156
基礎となる学部名
@　　工学部

（4）一②
調査脚究霧等の入毫著の状況

　　　　報告年度

諱@分 成19年 成20年 成21年
平均入学
@定ロ 備　　　　考

A　入学定員 （　　1 〔　　）

@78
（　　）

@78

志願者数
〔　　1 【　　） 〔　　｝

P11

　口

P．07
受験者数

〔　　｝ 〔　　1 （　　｝

@106

合格者数
〔　　｝ ｛　　1 〔　　｝

@94

B　入学者数、
〔　　1

〔　　）、　76 1　　｝

@91
入学定員超過率

@　B／A
〔　　｝ （　　1

O．97

（　　｝

P．17

（注）1（）内1漁人の状況樗ﾈで記入

（4）一③謹対象研究科等の在学訓犬況

　　　　報告年度
w　年 成19年 成20年 成21年 備　　　　考

1年次
1176 291

2年次
［　　］ ［　　］ ［10］

@75
H20年度入学丁丁専攻有（転
o）

3年次
［　　］ ［　　］ ［　　］

計
［　　］ ［11］
@76

［12］
@166

騨口内は溜糊況につ・・て内数

　　　　　　　　　　　　　　　窄



（4）一④ 調査対象学部等の退学者等の状況
　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士前期課程）

　　　　　区　分

ﾎ象年度
退学者数（a） 入学者数（b）

入学者に対する

ﾞ学者数の割合
@　（a／b）

［　　％］

@　　％
うち平成．19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人

平成19年度
（主な退学理由）

　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［11　］計　　　　　　76　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　天
［0　％］

@0　　％

うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度1』　　76　人
平成20年度 （主な退学理由）

、

　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［12　］計　　　　　　166人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人 ［0　％］

@0　　％
うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度　　　75　人

平成21年度 うち平成21年度入学者　　　0　人 うち平成21年度　　　91　人
（主な退学理由）

うち平成19年度入学者　　　　　人 平成19年度　　　　　　　人

うち平成20年度入学者　　　　　人 平成20年度　　　　　　　　人
［　　％］

@　　％
うち平成21年度入学者　　　　　人 ’　21年度　　　　　　　人

平成22年度
うち平成22年度入学者　　　　　人 平成22年度．　　　　　　　人

（主な退学理由）

（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入
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2　授業科目の概要

〈工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士前期課程）〉

（1）授業科目表

科目区 配当
単位数 専任教員等の配置

備　　　　考
分

授業科目の名称
年次
必修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

環境調和セラミックス特論 1後 2 2

ナノ材料評価学特論 1前 2 1

セラミックス組織制御特論 1前 2 1 1

セラミックス特性評価学特論 1後 2 1

ナノ機能材料物性特論 1後 2 I　　l

人事異動により研究指導担

環境調和セラミックス工学セミナー1 1通 4 6　5 3　2 当教員数に変化があったた
め（21）

人事異動により研究指導担
環境調和セラミックス工学セミナー2 2通 6 6　与 3　書 当教員数に変化があったた

め（21）．

小計（7科目） 10 10 6．与 32
ナノエネルギー機能物性工学特論 1後 2 1 1

，

エネルギー変換材料特論 1前 2 1

結晶構造解析特論 1．後 2 正 1

環境エネルギー材料合成特論 1後 2 正

ナノ力学物性特論 1前 2 1

量子機能材料学特論 1前 2 畳
21．3担当教員辞職のため未
J講｛21｝

エネルギー材料評価学特論 1後 2 1

人事異動により研究指導担

エネルギー変換工学セミナ』1 1通 4 7　各 5　3 当教員数に変化があったた
‘　’ め｛21｝

人事異動により研究指導担

エネルギー変換工学セミナー2 2通 6 7　弓 5　呂 当教員数に変化があったた
め｛2η

小計（9科目） 10 14 7　谷 53
先端材料物理化学特論 正前 2 1

ナノ反応化学特論 1前 2 1

教育内容充実のため同研究
生物無機化学特論 1後 2 1 1 室の准教授を担当’に追加

専．
｛21｝

門教．

生命有機化学特論 1前 2 1 1 教育内容充実のため同研究
ｺの教授を担当に追加12n

云目 蛋白質機能科学特論 豆後 2 1 ψ

科目 生体ナノデバイス特論

ｶ体分子集合体特論

1後
P前

22 1

1

細胞代謝特論 1前 2 1 20．7担当教員辞職のため未
J講｛21｝

’

生体高分子科学特論 1後 2 1

「

生体高分子設計特論 1前 2 1 担当教員決定により追加
P21｝

人事異動にょり研究指導担

ナノ・ライフ変換科学セミナー1 正通 4 6 5　3 当教員数に変化があったた
ρ め｛21｝

人事異動により研究指導担

ナノ・ライフ変換科学セミナー2 2通 6 6 5　呂 当教員数に変化があったた
め｛21｝
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小計（12科目） 10 20 6 5呂
セラミックプロセッシング特論 1後 2 1

電子セラミックス特論 1前 2 1 ・　　　「

材料設計シミュレーション特論 王前 2 1

セラミックス薄膜プロセス特論 1後 2 1

小計（4科目） 8 2 2

未来材料創成工学特別講義1 1前 1

未来材料創成工学特別講義H 1後 1

小計（2科目） 2

環境調和セラミックス工学概論 1前 2 5 2

エネルギー変換工学概論 1前 2 5 4

ナノ・ライフ変換科学概論 L前 2 6 4

安全・環境科学特論 1前 2

自動車工学概論． 1前 2

ものづくり経営論 1後 2

薬科学特論 1後 2
名古屋市立大学との連携事
ﾆにより科目を追加｛21｝

小計（7科目） 14 1．6 10

工学倫理特論 1前 2

国際経済特論 1前 2

国際関係特論 1後 2

社会変遷論 1前． 2

文化表象論 1前 2

一 比較感性論 1前 2

般壮

比較文化リテラシー特論 1前 2 共通科目充実のため科目を
ﾇ加｛2n

ノ、

通 社会システム論 1前 2

科目 科学・技術史特論

ﾂ境生態学二二

¥現技術論

1前
P前
P前

222

英語プレゼンテーション 1前 2

リーダーシップ特論 1前 2

技術系ベンチャー構築論 1前 2

小計（14科目） 26

小計（55科目） 30 92 214♀ 15壬e

（2）．授業科目数

設．置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　．考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目

U

科目

S7

科目 科目

T3

　科目

m．　］

．科目

@49
m21

　科目

m．・　］

　科目

@55
m21
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（3）朱開講科目、

番号　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　未開講の理由，代替措置の有無
1 量子機能材料学特論 2 1 専門 選択 担当教員辞職のため。平成22年度に開講予定。

2 細胞代謝特論 2 1 専門 選択 担当教員辞職のため。平成22年度・に開講予定。

3

（4）廃止科目

番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　　廃止の理由，代替措置の有無
1 なし

2

3

（5）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学め所見」及び「学生への周知方法」

担当教員が辞職したため，後任を充て平成22年度には開講する。
学生の不利益とならないよう，平成21年度に受講できなかった学生も平成2を年度には受講できるよう配慮する。

上記内容について，専攻ガイダンスで周知・指導した。

（6）　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計
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・） A一三の鴨繍諮叢博一程）

（4）一①調査撫究科等の名称，定員

一旦　、の言　圓調査対象研究科等
ﾌ名称（学位） 傷　　　入昌　自　　宗　自

備　　　　　考

工学研究科
｢来材料創成工学専攻
@　　　（博士後期課程）
C士（工学又は学術）

3 　　　12

¥

36
基礎となる学部名
@　　工学部

（4）一②調査対象研究科等の入学者の状況

　　　　報告年度
諱@分‘ 成19年 成20年 成21年

平均入学
@三目 備　　　　考

A　入学定員 〔　　） （　　｝「12 （　　｝，

@12

志願者数
（　　〕 〔　　1 〔　　｝

@14

　口

P．17
受験者数

（　　｝ 〔　　） （　　｝

@14

合格者数
｛　　） （　　｝ 〔　　）

@14

B　入学者数
〔　　） ｛　　｝

@14
〔　　）

@14
入学定員超過率

@　B／A
〔　　） ｛　　｝

P．17

｛　　1

P．17

　　　（注）1　（　）内には，社会人の状況を内数で記入

（4）一③調査対象研究科等の在学者の状況

　　　　報告年度
w　年 成19年 成20年 成21年 備　　　　　考

1年次
514 514

2年次
［　　］ ［　　］ ［6］

@15
H20年度入学者転専攻有（転
o）

3年次
［1　］ ［　　］ ［　　］

計
［　　ユ ［5’］

@14
［11］．　29

1注）1口内には溜学生の状況について内数で記入

　　　　　　　　　　　　　　　　7、



（4）一④ 調査対象学部等の退学者等の状況
　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士後期課程）

　　　　　区　分

ﾎ象年度
退学者数（a） 入学者数（b）

入学者に対する
ﾞ学者数の割合
@　（a／b）

［　　％］

@　　％
うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人

平成19年度
（主な退学理由）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［5　］計　　　　　　14　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人
［0　％］

@0　　％

うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度　　　14　人
「平成20年度 （主な退学理由）

　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［11　］計　　　　　　29　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人 ［0　％］

@0　　％
うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成30年度　　　15　人

平成21年度 うち平成21年度入学者　　　0　人 うち平成21年度　　　14　人
（主な退学理由）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

うち平成19年度入学者　　　　　人 平成19年度　　　　　　　　人

うち平成20年度入学者　　　　　人 　　　　　　　　　　　’ｽ成20年　　　　　　　　人
［　　％］

@　　％
うち平成21年度入学者　　　　　人 ’　21年度　　　　　　　人

平成22年度
うち平成22年度入学者　　　　　人 平成22年度　　　　　　　人
（主な退学理由）

A

（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入
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2’ �ﾆ科目の概要

く主学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉

（1）授業科目表

科目区

@分
授業科目の名称

単位数 専任教員等の配置
配当

N次 必修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手
備　　　　考

専門科目

研究指導 1～3 19 13

小計（科目） 19 13

（2）授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

必　修　　選　択　自　由，　計 必　修　選　択　自　由　　計
備　　　　　　　考

科目 科目 科目 科目 　科目

m　　］

　科目

m　　］

　科自

m　　］

　科目

m　　］
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（4）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等
　　　　　　　　　　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士前期課程）

④一①調査対象研究科鋤名称白白

設1見　、の責　回調査対象研究科等
ﾌ名称（学位） 彦　　　入　　目　　穴　目

備　　　　　考

工学研究科

@　　創成シミュレーション工学専攻

@　　　　（博士前期課程）
@　　修士（工学又は学術）

2 80 160
基礎となる学部名
@　　工学部

（、4）一② 調査対象研究科等の入学者の状況

　　　　　報告年度
諱@分

平成19年度 成20年 成21年
平均入学
@定目

備　　　　　考

A　　　　顎　目 〔　　） （　　）

@80
｛　　｝

@80

志願者数
（　　｝ （　　｝ ｛　　〕

P20「

　口

P．08
受験者数

（　　｝ 〔　　｝ ｛　　）

P17

合格者数
（　　｝ （　　） 〔　　〕

@97

B　入学者数
｛　　｝ 〔　　｝

@81
〔　　1

@92
入学定員超過率

@　B／A
（　．｝ ．〔　　｝

P．01

〔　　｝

P．15

（注）1　（　）内は，社会人の状況について内数で記入

（4）一③調査対象研究科等の在学者の状況

　　　　　報告年度
w　年

平成19年度 成20年 成21年 備　　　　考

1年置
881

・　7

@91
2年次

［　　］ ［　　］ ［7］・80

H21年度入学者1名転専攻有｛転出）

g20年度入学者転専攻
@転入　　4名［1］
@転出・2名［2］3年次

［　　］ ［　　］ ［　　］

計
［　　］ ［8］

@81
［14］
@171

（注）1　［　］内は，留学生の状況について内数で記入
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（4）一④ 調査対象学部等の退学者等の状況
　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士前期課程）

　　　　　区　分

ﾎ象年度
退学者数（a） 入学者数．（b）

入学者に対する

ﾞ学者数の割合
@　（a／b）

［　　％］

@　　％
うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人

平成19年度
（主な退学理由）

　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［8　］計　　　　　　81　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　人
［0　％］
R．7　％

うち平成20年度入学者　　　3　人 うち平成20年度　　　81　人’
平成20年度

@　　　　一

（主な退学理由）　　就職

　　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［14　］計　　　　　　171人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人 ［0　％］

@0　　％
うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度　　　80　人

平成21年度 うち平成21年度入学者　　　0　人 うち平成21年度　　　91　人
（主な退学理由）

うち平成19年度入学者　　　　　人 平成19年度　　　　　　　　入

うち平成20年度入学者　　　　　人 平成20年度　　　　　　　　人
［　　％］

@　　％
うち平成21年度入学者　　　　　人 w　21年度　　　　　　　　人

平成22年度
うち平成22年度入学者　　　　　人 平成22年度　　　　　　　人
（主な退学理由）

（注）1’ m　］内は，留学生の状況について内数で記入
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2　授業科目の概要

．〈工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士前期課程）〉

（1）授業科目表

孝ξ

配当 旦 壬 貝．の己旦
目 授業科目の名称1

年次 必 二選　択自 由 教 授准教授講 一助 一助　手
備

物理統計工学特論 ．1’ ﾓ 2 1

流れの計算科学特論 1後’ 2 1

L 20．7担当教員辞

職後，同研究室ニューラル情報処理特論 1前 2 十 1
の准教授が担当
P211

複雑系の数理とシミュレーション 1前 ．2 1

ナノシミ耳レーション特論 1前 2 1

応用統計物理学特論 1後 2 1 十
2a　4担当教員昇
C｛21〕

システムシミュレーション特論 1後 2 1

計算量子化学特論 1前 2 1

分子計算化学特論 1前 2 1

計算応用セミナー1 旦通 4 5 4

計算応用セミナー2 2通
6 5 4

小計（11科目） 10 18 5 4

情報メディア特論 L後 2 1 正

計算機制御特論 1前 2 1

エネルギ「ネットワーク論 1前 2 1．

適応システム論 1後 2 1

並列分散処理特論 1後 2 1 1

バターン認識特論 1前 2 蓋 1

分散システム特論 正後 2 1 1
．

計算システムセミナー1 1通 4 6 5

計算システムセミナ」2 2通
6 6 5

小計（9科目） 10 14 ‘ 6 5

都市安全論 1前 2 1

リスク・コミュニケーション論 1前 2 玉

都市交通シミュレーション論 1前 2 1

環境都市基盤建設論 1後 2 正

耐震構造シミュレーション論 1後 2 1

都市基盤マネジメント論 r前 2 1 担当教員決定に
謔闥ﾇ加｛21〕

環境地盤シミュレーション論 1後 2
L

1 担当教員決定に
謔闥ﾇ加121〕

都市モデリング論 1後 2 重

十
20．4担当教員昇

C12η

情報空間論 1前 2 1

21．3担当教
一

員辞職に伴

環境防災計画論 1前
’2 十

い平成21年

x後期に後
任を充て開
講｛21）

建築士資格の実

実務構造設計 1前 2 務経験要件対応

ﾌため科目追加
P211

建築士資格の実

実務建築設計．． 1前 2 務経験要件対応

ﾌため科目追加
k21｝

建築士資格の実

建築設計インターンシップ 1前 4 務経験要件対応．
ﾌため科目追加
o211

1含



建築士資格の実
務経験要件対応

建築構造インターンシップ 1前 4
のため科目追加
〔21｝

建築士資格の実

建築構造・施工実験実習 2後 4 務経験要件対応
ﾌため科目追加
〔21）

建築士資格の実

建築設計演習 2後 4 務経験要件対応

ﾌため科目追加
｛21｝

人事異動により

都市シミュレーション工学セミナー1 1通 4 5　4 3　4
研究指導担当教
�狽ﾉ変化が
あったため〔21｝

人事異動により

都市シミュレ「ション工学セミナー2 2通
6 5　4 3　4

研究指導担当教

�狽ﾉ変化が
あったため12n

小計　18科目） 10 20 5　4 3　4
創成シミュレーション工学特別講義1 1前 1

創成シミュレーション工学特別講義皿 1後 1

小計（2禾こ目）．． 、2

計算応用科学概論 1前 2 4 4

計算システム工学概論 1． O 2 6 5

都市シミュレーション工学概論 正前 2 5 5

数理科学通論 1前 2

自動車工学概論 1前 2

ものづくり経営論 1後 2

名古屋市立大学

薬科学特論 1　後 2 との連携事業に
謔濶ﾈ目を追加
（21）

小計（7科目） 14 15 14

工学倫理特論 1前
2

国際経済特論 1前 2

国際関係特論 1後 2

社会変遷論 1前 2

文化表象論 1前 2

比較感性論 1前 2

一

共通科目充実の
比較文化リテラシー特論 1前 2 ため科目を追加

（21）

社会システム論 1前 2

科学・技術史特論． 1前 2

環境生態学特論・ 1前 2

表現技術論 1前 2

英語プレゼンテーション 1前 2

リーダーシップ特論 1前 2

技術系ベンチャー構築論 1前 2

小計（14科目） 26

合計（61科目） 30 92 16焉 12壬3

（2）授業科目数

設　1見　　　の　置　圃 変　　更　　’ヤ　況
必　修 選　択　　自　由　　　計 必　多　　選　択　　自　由　　　計

備　　　　　　　考

科目

@6
科目

S7
科目 科目

T3
　　科目

@　　6
m　　］

　　科目
@　　55
m8］

　　科目

m　　］

　　科目

@　61
m8］
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（3）末開講科目

番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　未開講の理由，代替措置の有無

1 なし

2

3

（4）廃止科目

番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択．　　廃止の理由，代替措置の有無

1 なし

2

3

（5）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（6） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　未開講科目と廃止科目の計

　設置時の計画の授業科目数の計
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（4）言周回象研究科等の誌韻入学者の状況等

　　　　　　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士後期課程）

　（4）一①調査対象研究高等の名称，定員

設1旦　、の看　圓調査対象研究科等
ﾌ名称（学位） 修　　　入当　目　　応　国

備　　　　考

工学研究科
n成シミュレーション工学専攻

@　　　（博士後期課程）．

C士（工学又は学術）

3 8 ．24

基礎となる学部名
@　　工学部

（4）一②調査対象研究科等のλ学訓犬況

　　　　報告年度
諱@分」 成19年 成20年 成21年

平均入学
@定■

備　　　　考

A　入学定員 〔　　）
〔　　）、　8

〔　　｝

@8
志願者数

（　　〕 〔　　｝ 〔　　1

@8

　口

O．94
受験者数

（　　｝ 〔　　1 〔　　｝

@8
合格者数

｛　　〕 〔　　｝ （　　｝

@8・

B　入学者数
〔　　） （　　）

@8
〔　　｝

@7
入学定員超過率

@　B／A
〔　　） 〔　　｝

@1
（　　）

O．88

　　　（注）1　（　）内は，社会人の状況について内数で記入

（4）一③調査対象研究科等の在学者の状況

　　　　報告年度

w　年
成19．年 成20年 成21年 備　　　　　考

1年次
28 47

2年次
［　　］ ［　　1 ［1］

@7
H20年度入学者転専攻有（転

3年次
［　　］ ［　　］ ［　　］

計
［　　］ ［2］
@8
［5］
@14

（注）1　［　］内は1留学生の状況について内数で記入

　　　　　　　　　・　　　15

、



（4）一④ 調査対象学部等の退学者等の状況
　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士後期課程）

　　　　　区　分

ﾎ象年度
退学者数（a） 入学者数（b）

入学者に対する
ﾞ学者数の割合
@　（a／b）

［　　％］

@　　％
うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人

平成19年度
（主な退学理由）

　　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［2　］計　　　　　　　8　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人
［0　％］

@0　　％

うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度、　　　8　人
平成20年度 （主な退学理由）

　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人 　　　　　　　［5　］計　　　　　　14　人

うち平成19年度入学者　　　　　人 うち平成19年度　　　　　　人 ［0　％］

@0　　％
うち平成20年度入学者　　　0　人 うち平成20年度　　　　7　人

平成21年度 うち平成21年度入学者　　　0　人 うち平成21年度　　　　7　人

（主な退学理由）

うち平成19年度入学者　　　　　人 平成1・9年度　　　　　　　　人

うち平成20年度入学者『　　　人 平成20年度　　　　　　　　人
［　　％］

@　　％
うち平成21年度入学者　　　　　人 ’　21年度　　　　　　　人

平成22年度
うち平成22年度入学者　　　　　人 平成22年度　　　　　　　人
（主な退学理由）

（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入
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2　授業科目の概要

く工学研究科　創成シミュレごション工学専攻（博士後期課程）〉

（1）授業科目表

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考科目区

@分
授業科目の名称 配当

N次 必　修 選　択 自　由 教授 准教授 講　師 助　教 助　手
専門科目

研究指導 1㌻3 16 14

合計（科目） 16 14

（2）授業科目数

設　置　時の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　考

必　修　　選　択　自　由　　計　「 必　修　選　択　自　由　　計

科目 科目 科目 科目 　科目

m　　］

　科目

m　　］

　科目

m　　］

　科目

m　　］
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3　既設大学等の状況

大学の名称 名古屋工業大学 備　　考

既設学部等の名称
多年限 入　子

閨@員
編入子

閨@員
定貧 子皿又
ﾍ称号
　　貝
ｴ過率
開　設

N度
所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

工学部（第一部） 4 910 3年次m人 3660 工学 1．04 H16 愛知県名古屋市

生命・物質工学科 155 620 1．06

環境材料工学科 95 380 1．07

機械工学科 185 740 」1．04

電気電子工学科 140 560 1．05

情報工学科 165 660 1．02

建築・デザイン工学科 80． 320 1．03

都市社会工学科 90 360 1．06

編入 20

工学科（第二部） 5 20 460 工学 1．07 H16 愛知県名古屋市 　7g20入学定員変更

物質工学科 5 130 1．08

機械工学科 5 100 1．04

電気情報工学科 5 130 1．12

社会工学科 5 100 1．04

（注）1　本調査の対象となっている大学等の設置者が，すでに設置している大学の学部，学部の学科について

　　　状況を記入
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4　教員組織の状況

く工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士前期課程）〉

専任教員数

設置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　考

研究指導教員「研究指導補助教員　　　計　　　　助　手 1研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手

29

o29〕 （　　　　）

29

o29｝ （　　）

　32

m　3　　］ ［　　　　］

　32

m　3　　］ ［　　］
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4　教員組織の状況

く工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉

専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　考

研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手 研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手

29

k29｝ （　　　　）

29

k29〕 （　　）

　32

m　3　　］ ［　　　　］

　r32

m　3　　］ ［　　］
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4　教員組織の状況

く工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士前期課程）〉

専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手 研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　助　手
備　　　　考

28

k30｝ （　　　　）

28

k30｝ （　　）

　30

m　2　　］ ［　　　　］．

　30

m　2　　］ ［　．　］
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4　教員組織の状況’・

〈工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士後期課程）〉

専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状’況
備　　　　考

研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　助　手 研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手

18

P20）

10

o10｝

28

o30｝ （　　）

　19

m　1　　］

　11

m　1　　］

　30

m　2　　］ ［　　］
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5　その他全般的事項

く大学院工学研究科未来創成工学専攻〉

情報提供に関可る事項

①設置計画同等

　b　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　　（平成21年7月10日　　）

　d上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http：／／www．　　　　　　　　　　　　・　　　，　）

②設置計画履行状況報告書

・公表時期（未公表の胎は予定時期）・　「（平成21年・月．1・日）

　c　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erる・承騨）

　d上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http、／／…，．，　　　　1）

　　　　ホームページは現在リニューアル中につき、アドレスは未定。後日、決定次第連絡する。
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［平成20年度設置］　　計画の区分：研究科の専攻設置名古屋工業大学大学院工学研究科未来材料創成工学専攻　　　　　及び創成シミュレーション工学専攻【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書国立大学法人　名古屋工業大学　　平成21年5月1日現在作成担当者担当部局（課）名　企画戦略チーム　職名・氏名　　雪　苗　謄　宿　電話番号　　052−735−5003　（夜間）　　052−735−5042　FAX　O52−735−5009　e−mail　　　sanda．　harl」nob腿＠nitech．　ac．　jp目　　次1調査対象大学等の概要等（1）設置者（2）大学名（3）大学の位置　未来材料創成工学専攻博士前期課程　（4）調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　2授業科目の概要　未来材料創成工学専攻博士後期課程　（4）調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　2授業科目の概要　創成シミュレーションエ学専攻博士前期課程　（4）調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　2授業科目の概要　創成シミュレーション工学専攻博士後期課程　（4）調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　2授業科目の概要3既設大学等の状況4教員組織の状況　未来材料創成工学専攻博士前期課程　未来材料創成工学専攻博士後期課程　創成シミュレーションエ学専攻博士前期課程　創成シミュレーション工学専攻博士後期課程5その他全般的事項12479101215171919202122231　調査対象大学等の概要等（1）設置者　　国立大学法人　名（2）大学名　　名　古　屋　工　業　大（3）大学の位置・旧識長蜘字木一，古屋工業大学，　学1（4）三三研究科等の名称韻入学者の状況等　　　　　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士前期課程）　（4）一�@調査対象研究科等の名称，定員設1旦　　の言　回調査対象研究科等ﾌ名称（学位）彦　　　　手当　目　　応　ロ備　　　　考工学研究科｢来材料創成工学専攻@　　　（博士前期課程）C士（工学又は学術）278156基礎となる学部名@　　工学部（4）一�A調査脚究霧等の入毫著の状況　　　　報告年度諱@分成19年成20年成21年平均入学@定ロ備　　　　考A　入学定員（　　1〔　　）@78（　　）@78志願者数〔　　1【　　）〔　　｝P11　口P．07受験者数〔　　｝〔　　1（　　｝@106合格者数〔　　｝｛　　1〔　　｝@94B　入学者数、〔　　1〔　　）、　761　　｝@91入学定員超過率@　B／A〔　　｝（　　1O．97（　　｝P．17（注）1（）内1漁人の状況樗ﾈで記入（4）一�B謹対象研究科等の在学訓犬況　　　　報告年度w　年成19年成20年成21年備　　　　考1年次11762912年次［　　］［　　］［10］@75H20年度入学丁丁専攻有（転o）3年次［　　］［　　］［　　］計［　　］［11］@76［12］@166騨口内は溜糊況につ・・て内数　　　　　　　　　　　　　　　窄（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士前期課程）　　　　　区　分ﾎ象年度退学者数（a）入学者数（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）［　　％］@　　％うち平成．19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［11　］計　　　　　　76　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　天［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度1』　　76　人平成20年度（主な退学理由）、　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［12　］計　　　　　　166人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度　　　75　人平成21年度うち平成21年度入学者　　　0　人うち平成21年度　　　91　人（主な退学理由）うち平成19年度入学者　　　　　人平成19年度　　　　　　　人うち平成20年度入学者　　　　　人平成20年度　　　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成21年度入学者　　　　　人’　21年度　　　　　　　人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度．　　　　　　　人（主な退学理由）（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入32　授業科目の概要〈工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士前期課程）〉（1）授業科目表科目区配当単位数専任教員等の配置備　　　　考分授業科目の名称年次必修選　択自　由教　授准教授講　師助　教助　手環境調和セラミックス特論1後22ナノ材料評価学特論1前21セラミックス組織制御特論1前211セラミックス特性評価学特論1後21ナノ機能材料物性特論1後2I　　l人事異動により研究指導担環境調和セラミックス工学セミナー11通46　53　2当教員数に変化があったため（21）人事異動により研究指導担環境調和セラミックス工学セミナー22通66　与3　書当教員数に変化があったため（21）．小計（7科目）10106．与32ナノエネルギー機能物性工学特論1後211，エネルギー変換材料特論1前21結晶構造解析特論1．後2正1環境エネルギー材料合成特論1後2正ナノ力学物性特論1前21量子機能材料学特論1前2畳21．3担当教員辞職のため未J講｛21｝エネルギー材料評価学特論1後21人事異動により研究指導担エネルギー変換工学セミナ』11通47　各5　3当教員数に変化があったた‘　’め｛21｝人事異動により研究指導担エネルギー変換工学セミナー22通67　弓5　呂当教員数に変化があったため｛2η小計（9科目）10147　谷53先端材料物理化学特論正前21ナノ反応化学特論1前21教育内容充実のため同研究生物無機化学特論1後211室の准教授を担当’に追加専．｛21｝門教．生命有機化学特論1前211教育内容充実のため同研究ｺの教授を担当に追加12n云目蛋白質機能科学特論豆後21ψ科目生体ナノデバイス特論ｶ体分子集合体特論1後P前2211細胞代謝特論1前2120．7担当教員辞職のため未J講｛21｝’生体高分子科学特論1後21「生体高分子設計特論1前21担当教員決定により追加P21｝人事異動にょり研究指導担ナノ・ライフ変換科学セミナー1正通465　3当教員数に変化があったたρめ｛21｝人事異動により研究指導担ナノ・ライフ変換科学セミナー22通665　呂当教員数に変化があったため｛21｝4小計（12科目）102065呂セラミックプロセッシング特論1後21電子セラミックス特論1前21・　　　「材料設計シミュレーション特論王前21セラミックス薄膜プロセス特論1後21小計（4科目）822未来材料創成工学特別講義11前1未来材料創成工学特別講義H1後1小計（2科目）2環境調和セラミックス工学概論1前252エネルギー変換工学概論1前254ナノ・ライフ変換科学概論L前264安全・環境科学特論1前2自動車工学概論．1前2ものづくり経営論1後2薬科学特論1後2名古屋市立大学との連携事ﾆにより科目を追加｛21｝小計（7科目）141．610工学倫理特論1前2国際経済特論1前2国際関係特論1後2社会変遷論1前．2文化表象論1前2一比較感性論1前2般壮比較文化リテラシー特論1前2共通科目充実のため科目をﾇ加｛2nノ、通社会システム論1前2科目科学・技術史特論ﾂ境生態学二二\現技術論1前P前P前222英語プレゼンテーション1前2リーダーシップ特論1前2技術系ベンチャー構築論1前2小計（14科目）26小計（55科目）3092214♀15壬e（2）．授業科目数設．置　時　の　計　画変　　更　　状　　況備　　　　　　　．考必　修選　択自　由計必　修選　択自　由計科目U科目S7科目科目T3　科目m．　］．科目@49m21　科目m．・　］　科目@55m215（3）朱開講科目、番号　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　未開講の理由，代替措置の有無1量子機能材料学特論21専門選択担当教員辞職のため。平成22年度に開講予定。2細胞代謝特論21専門選択担当教員辞職のため。平成22年度・に開講予定。3（4）廃止科目番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　　廃止の理由，代替措置の有無1なし23（5）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学め所見」及び「学生への周知方法」担当教員が辞職したため，後任を充て平成22年度には開講する。学生の不利益とならないよう，平成21年度に受講できなかった学生も平成2を年度には受講できるよう配慮する。上記内容について，専攻ガイダンスで周知・指導した。（6）　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合未開講科目と廃止科目の計設置時の計画の授業科目数の計6・）A一三の鴨繍諮叢博一程）（4）一�@調査撫究科等の名称，定員一旦　、の言　圓調査対象研究科等ﾌ名称（学位）傷　　　入昌　自　　宗　自備　　　　　考工学研究科｢来材料創成工学専攻@　　　（博士後期課程）C士（工学又は学術）3　　　12\\36基礎となる学部名@　　工学部（4）一�A調査対象研究科等の入学者の状況　　　　報告年度諱@分‘成19年成20年成21年平均入学@三目備　　　　考A　入学定員〔　　）（　　｝「12（　　｝，@12志願者数（　　〕〔　　1〔　　｝@14　口P．17受験者数（　　｝〔　　）（　　｝@14合格者数｛　　）（　　｝〔　　）@14B　入学者数〔　　）｛　　｝@14〔　　）@14入学定員超過率@　B／A〔　　）｛　　｝P．17｛　　1P．17　　　（注）1　（　）内には，社会人の状況を内数で記入（4）一�B調査対象研究科等の在学者の状況　　　　報告年度w　年成19年成20年成21年備　　　　　考1年次5145142年次［　　］［　　］［6］@15H20年度入学者転専攻有（転o）3年次［1　］［　　］［　　］計［　　ユ［5’］@14［11］．　291注）1口内には溜学生の状況について内数で記入　　　　　　　　　　　　　　　　7、（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況　　　　　　　　　　　　　（未来材料創成工学専攻博士後期課程）　　　　　区　分ﾎ象年度退学者数（a）入学者数（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）［　　％］@　　％うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［5　］計　　　　　　14　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度　　　14　人「平成20年度（主な退学理由）　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［11　］計　　　　　　29　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成30年度　　　15　人平成21年度うち平成21年度入学者　　　0　人うち平成21年度　　　14　人（主な退学理由）@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−うち平成19年度入学者　　　　　人平成19年度　　　　　　　　人うち平成20年度入学者　　　　　人　　　　　　　　　　　’ｽ成20年　　　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成21年度入学者　　　　　人’　21年度　　　　　　　人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度　　　　　　　人（主な退学理由）A（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入82’�業科目の概要く主学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉（1）授業科目表科目区@分授業科目の名称単位数専任教員等の配置配当N次必修選　択自　由教　授准教授講　師助　教助　手備　　　　考専門科目研究指導1〜31913小計（科目）1913（2）授業科目数設　置　時　の　計　画変　　更　　状　　況必　修　　選　択　自　由，　計必　修　選　択　自　由　　計備　　　　　　　考科目科目科目科目　科目m　　］　科目m　　］　科自m　　］　科目m　　］9（4）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　　　　　　　　　　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士前期課程）�C一�@調査対象研究科鋤名称白白設1見　、の責　回調査対象研究科等ﾌ名称（学位）彦　　　入　　目　　穴　目備　　　　　考工学研究科@　　創成シミュレーション工学専攻@　　　　（博士前期課程）@　　修士（工学又は学術）280160基礎となる学部名@　　工学部（、4）一�A調査対象研究科等の入学者の状況　　　　　報告年度諱@分平成19年度成20年成21年平均入学@定目備　　　　　考A　　　　顎　目〔　　）（　　）@80｛　　｝@80志願者数（　　｝（　　｝｛　　〕P20「　口P．08受験者数（　　｝〔　　｝｛　　）P17合格者数（　　｝（　　）〔　　〕@97B　入学者数｛　　｝〔　　｝@81〔　　1@92入学定員超過率@　B／A（　．｝．〔　　｝P．01〔　　｝P．15（注）1　（　）内は，社会人の状況について内数で記入（4）一�B調査対象研究科等の在学者の状況　　　　　報告年度w　年平成19年度成20年成21年備　　　　考1年置881・　7@912年次［　　］［　　］［7］・80H21年度入学者1名転専攻有｛転出）g20年度入学者転専攻@転入　　4名［1］@転出・2名［2］3年次［　　］［　　］［　　］計［　　］［8］@81［14］@171（注）1　［　］内は，留学生の状況について内数で記入10（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士前期課程）　　　　　区　分ﾎ象年度退学者数（a）入学者数．（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）［　　％］@　　％うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［8　］計　　　　　　81　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　人［0　％］R．7　％うち平成20年度入学者　　　3　人うち平成20年度　　　81　人’平成20年度@　　　　一（主な退学理由）　　就職　　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［14　］計　　　　　　171人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度　　　80　人平成21年度うち平成21年度入学者　　　0　人うち平成21年度　　　91　人（主な退学理由）うち平成19年度入学者　　　　　人平成19年度　　　　　　　　入うち平成20年度入学者　　　　　人平成20年度　　　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成21年度入学者　　　　　人w　21年度　　　　　　　　人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度　　　　　　　人（主な退学理由）（注）1’m　］内は，留学生の状況について内数で記入112　授業科目の概要．〈工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士前期課程）〉（1）授業科目表孝ξ配当旦壬貝．の己旦目授業科目の名称1年次必二選　択自由教授准教授講一助一助　手備物理統計工学特論．1’ﾓ21流れの計算科学特論1後’21L20．7担当教員辞職後，同研究室ニューラル情報処理特論1前2十1の准教授が担当P211複雑系の数理とシミュレーション1前．21ナノシミ耳レーション特論1前21応用統計物理学特論1後21十2a　4担当教員昇C｛21〕システムシミュレーション特論1後21計算量子化学特論1前21分子計算化学特論1前21計算応用セミナー1旦通454計算応用セミナー22通654小計（11科目）101854情報メディア特論L後21正計算機制御特論1前21エネルギ「ネットワーク論1前21．適応システム論1後21並列分散処理特論1後211バターン認識特論1前2蓋1分散システム特論正後211．計算システムセミナー11通465計算システムセミナ」22通665小計（9科目）1014‘65都市安全論1前21リスク・コミュニケーション論1前2玉都市交通シミュレーション論1前21環境都市基盤建設論1後2正耐震構造シミュレーション論1後21都市基盤マネジメント論r前21担当教員決定に謔闥ﾇ加｛21〕環境地盤シミュレーション論1後2L1担当教員決定に謔闥ﾇ加121〕都市モデリング論1後2重十20．4担当教員昇C12η情報空間論1前2121．3担当教一員辞職に伴環境防災計画論1前’2十い平成21年x後期に後任を充て開講｛21）建築士資格の実実務構造設計1前2務経験要件対応ﾌため科目追加P211建築士資格の実実務建築設計．．1前2務経験要件対応ﾌため科目追加k21｝建築士資格の実建築設計インターンシップ1前4務経験要件対応．ﾌため科目追加o2111含建築士資格の実務経験要件対応建築構造インターンシップ1前4のため科目追加〔21｝建築士資格の実建築構造・施工実験実習2後4務経験要件対応ﾌため科目追加〔21）建築士資格の実建築設計演習2後4務経験要件対応ﾌため科目追加｛21｝人事異動により都市シミュレーション工学セミナー11通45　43　4研究指導担当教�数に変化があったため〔21｝人事異動により都市シミュレ「ション工学セミナー22通65　43　4研究指導担当教�数に変化があったため12n小計　18科目）10205　43　4創成シミュレーション工学特別講義11前1創成シミュレーション工学特別講義皿1後1小計（2禾こ目）．．、2計算応用科学概論1前244計算システム工学概論1．O265都市シミュレーション工学概論正前255数理科学通論1前2自動車工学概論1前2ものづくり経営論1後2名古屋市立大学薬科学特論1　後2との連携事業に謔濶ﾈ目を追加（21）小計（7科目）141514工学倫理特論1前2国際経済特論1前2国際関係特論1後2社会変遷論1前2文化表象論1前2比較感性論1前2一共通科目充実の比較文化リテラシー特論1前2ため科目を追加（21）社会システム論1前2科学・技術史特論．1前2環境生態学特論・1前2表現技術論1前2英語プレゼンテーション1前2リーダーシップ特論1前2技術系ベンチャー構築論1前2小計（14科目）26合計（61科目）309216焉12壬3（2）授業科目数設　1見　　　の　置　圃変　　更　　’ヤ　況必　修選　択　　自　由　　　計必　多　　選　択　　自　由　　　計備　　　　　　　考科目@6科目S7科目科目T3　　科目@　　6m　　］　　科目@　　55m8］　　科目m　　］　　科目@　61m8］13（3）末開講科目番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択　　　未開講の理由，代替措置の有無1なし23（4）廃止科目番号　　　　授業科目名　　　単位数配当年次一般・専門必修・選択．　　廃止の理由，代替措置の有無1なし23（5）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」（6）「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合　　未開講科目と廃止科目の計　設置時の計画の授業科目数の計14（4）言周回象研究科等の誌韻入学者の状況等　　　　　　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士後期課程）　（4）一�@調査対象研究高等の名称，定員設1旦　、の看　圓調査対象研究科等ﾌ名称（学位）修　　　入当　目　　応　国備　　　　考工学研究科n成シミュレーション工学専攻@　　　（博士後期課程）．C士（工学又は学術）38．24基礎となる学部名@　　工学部（4）一�A調査対象研究科等のλ学訓犬況　　　　報告年度諱@分」成19年成20年成21年平均入学@定■備　　　　考A　入学定員〔　　）〔　　）、　8〔　　｝@8志願者数（　　〕〔　　｝〔　　1@8　口O．94受験者数（　　｝〔　　1〔　　｝@8合格者数｛　　〕〔　　｝（　　｝@8・B　入学者数〔　　）（　　）@8〔　　｝@7入学定員超過率@　B／A〔　　）〔　　｝@1（　　）O．88　　　（注）1　（　）内は，社会人の状況について内数で記入（4）一�B調査対象研究科等の在学者の状況　　　　報告年度w　年成19．年成20年成21年備　　　　　考1年次28472年次［　　］［　　1［1］@7H20年度入学者転専攻有（転3年次［　　］［　　］［　　］計［　　］［2］@8［5］@14（注）1　［　］内は1留学生の状況について内数で記入　　　　　　　　　・　　　15、（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況　　　　　　　　（創成シミュレーション工学専攻博士後期課程）　　　　　区　分ﾎ象年度退学者数（a）入学者数（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）［　　％］@　　％うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）　　　　　　　　［　0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［2　］計　　　　　　　8　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度、　　　8　人平成20年度（主な退学理由）　　　　　　　　［0　］計　　　　　　　　0　人　　　　　　　［5　］計　　　　　　14　人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［0　％］@0　　％うち平成20年度入学者　　　0　人うち平成20年度　　　　7　人平成21年度うち平成21年度入学者　　　0　人うち平成21年度　　　　7　人（主な退学理由）うち平成19年度入学者　　　　　人平成1・9年度　　　　　　　　人うち平成20年度入学者『　　　人平成20年度　　　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成21年度入学者　　　　　人’　21年度　　　　　　　人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度　　　　　　　人（主な退学理由）（注）1［　］内は，留学生の状況について内数で記入162　授業科目の概要く工学研究科　創成シミュレごション工学専攻（博士後期課程）〉（1）授業科目表単位数専任教員等の配置備　　　　考科目区@分授業科目の名称配当N次必　修選　択自　由教授准教授講　師助　教助　手専門科目研究指導1�n31614合計（科目）1614（2）授業科目数設　置　時の　計　画変　　更　　状　　況備　　　　　　　考必　修　　選　択　自　由　　計　「必　修　選　択　自　由　　計科目科目科目科目　科目m　　］　科目m　　］　科目m　　］　科目m　　］173　既設大学等の状況大学の名称名古屋工業大学備　　考既設学部等の名称多年限入　子閨@員編入子閨@員定貧子皿又ﾍ称号　　貝ｴ過率開　設N度所　在　地年人年次人倍人工学部（第一部）49103年次m人3660工学1．04H16愛知県名古屋市生命・物質工学科1556201．06環境材料工学科953801．07機械工学科185740」1．04電気電子工学科1405601．05情報工学科1656601．02建築・デザイン工学科80．3201．03都市社会工学科903601．06編入20工学科（第二部）520460工学1．07H16愛知県名古屋市　7g20入学定員変更物質工学科51301．08機械工学科51001．04電気情報工学科51301．12社会工学科51001．04（注）1　本調査の対象となっている大学等の設置者が，すでに設置している大学の学部，学部の学科について　　　状況を記入184　教員組織の状況く工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士前期課程）〉専任教員数設置　時　の　計　画変　　更　　状　　況備　　　　考研究指導教員「研究指導補助教員　　　計　　　　助　手1研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手29o29〕（　　　　）29o29｝（　　）　32m　3　　］［　　　　］　32m　3　　］［　　］194　教員組織の状況く工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉専任教員数設　置　時　の　計　画変　　更　　状　　況備　　　　考研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手29k29｝（　　　　）29k29〕（　　）　32m　3　　］［　　　　］　r32m　3　　］［　　］204　教員組織の状況く工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士前期課程）〉専任教員数設　置　時　の　計　画変　　更　　状　　況研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　助　手備　　　　考28k30｝（　　　　）28k30｝（　　）　30m　2　　］［　　　　］．　30m　2　　］［　．　］214　教員組織の状況’・〈工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士後期課程）〉専任教員数設　置　時　の　計　画変　　更　　状’況備　　　　考研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　助　手研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手18P20）10o10｝28o30｝（　　）　19m　1　　］　11m　1　　］　30m　2　　］［　　］225　その他全般的事項く大学院工学研究科未来創成工学専攻〉情報提供に関可る事項�@設置計画同等　b　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　　（平成21年7月10日　　）　d上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http：／／www．　　　　　　　　　　　　・　　　，　）�A設置計画履行状況報告書・公表時期（未公表の胎は予定時期）・　「（平成21年・月．1・日）　c　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erる・承騨）　d上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http、／／…，．，　　　　1）　　　　ホームページは現在リニューアル中につき、アドレスは未定。後日、決定次第連絡する。23

